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資料４ 



Ewing’s sarcoma 

近年、AYA(adolescent and young adult)世代のがんの中には、小児に比べ生存率の低いが
ん（ALL, Ewing肉腫）があると報告されている。これまで、AYA世代のリンパ腫・白血病の実態
調査を行い、20-29歳の急性リンパ性白血病の生存率が15-19歳と比較して有意に低いこと
や、臨床研究への参加率が低いことが明らかとなった。 
昨年度の小児AYA部会において、固形腫瘍においても調査する必要があるという意見があっ
た。 

背 景 

そこで、大阪府のがん登録資料に基づき、小児とAYA世代の固形腫瘍の生存率を比較する。 



方 法 

大阪府がん登録資料に基づき、1998～2006年診断の0～29歳の273
症例を対象とした。がん種は、SEERのAYA site Recode ICD-O-3を用い

て、固形腫瘍（膠芽腫、髄芽腫、骨肉腫、Ｅｗｉｎｇ肉腫、横紋筋肉腫）
とした。死亡情報のみの症例、2次がん以降の症例は対象に含まれ
ていない。 
 
5年実測生存率は、Kaplan-Meier法を用いた。 



抽出にはＳＥＥＲのＡＹＡＳｉｔｅ-Ｒｅｃｏｄｅを使用（膠芽腫=8、髄芽腫=12、13、骨肉腫=17、Ｅｗｉｎｇ肉腫＝19、横紋筋肉腫=22） 



患者背景 

生死不詳割合は11例（4.0％）であった。 

          診断時年齢 

Total    0-14歳   15-29歳 

    N %   N %   N % 

全患者 273 100.0 157 100.0 116 100.0 

性別 

    男性 158 57.9 89 56.7 69 59.5 

     女性 115 42.1 68 43.3 47 40.5 

がん種 

    Glioblastoma 48 17.6 17 10.8 31 26.7 

    Medulloblastoma 53 19.4 42 26.8 11 9.5 

    Osteosarcoma 82 30.0 35 22.3 47 40.5 

    Ewing's sarcoma 42 15.4 24 15.3 18 15.5 

    Rhabdomyosarcoma   48 17.6   39 24.8   9 7.8 



小児・ＡＹＡ世代のＫＭ生存率曲線の比較（1998-2007年、大阪） 
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小児・ＡＹＡ世代のＫＭ生存率曲線の比較（1998-2007年、大阪） 
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小児・ＡＹＡ世代のＫＭ生存率曲線の比較（1998-2007年、大阪） 
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小児・ＡＹＡ世代のＫＭ生存率曲線の比較（1998-2007年、大阪） 
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考 察 

• 検討した固形腫瘍は、年平均4.2～8.2人といずれも症例数

が少なかった。（多施設で少数例診療されている可能性あ
り） 

• 膠芽腫は、小児・AYA世代ともに生存率が低かった。 
• 髄芽腫・骨肉腫・Ｅｗｉｎｇ肉腫については、50%～70%の5年

生存率を得ており、小児とAYA世代の生存率の差は認められ
なかった。 

• 横紋筋肉腫は、AYA世代の5年生存率が小児に比べて有意
に低かった。 

 

⇒大阪府がん診療連携協議会小児・AYA部会において、引き続

き調査研究を実施し、行うべき医療連携のあり方について検討
する。 
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